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 桜咲く4月、新年度を迎え、新しい職場で新たなる気持ちを抱え、期待と不安のなかで公務・公共の仕

事に日々励まれていることと思います。 

 人手不足が叫ばれる中で公務・公共の職場を志ざされた皆さまには、深い感謝の念でいっぱいです。 

 去年5月にコロナが5類に移行し、事実上の収束を迎えて初めての春となります。以降、それまでの止

まった時間が動き出したかのように、コロナ禍以前の日常を取り戻しつつあります。 

 このコロナ禍は公務・公共の仕事の大切さが改めて知られる契機となりました。 

 公務・公共職場の現場では、どこも住民サービスの質と量の向上と共に仕事と責任が

増す大変な中で、悩んだり、困ったりすることもあると思

います。 

 そんなあなたを支える存在の一つとして、労働組合が

あります。ぜひ労働組合に参加していただき、より良い仕

事ができる職場環境づくりに一緒に取り組んでいきま

しょう。そのことが住民のいのちと 

暮らしを守ることになります。 

 皆さんのご加入を心よりお待ちしています。 

労働者の日「メーデー」は、1886年5月1日

にアメリカ合衆国シカゴを中心に8時間労働

制を求めてストライキを行ったのが起源で

す。 

 5月1日（水）10時～12時  
   

 メーデー集会 ハノーバー庭園 

 デコレーション・コンクール 

  

    

 

新
規
採
用
者
の
皆
さ
ん
、 

 
 

 

ご
就
職
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 
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副
執
行
委
員
長
・
教
育
宣
伝
部
長 

三
宅 

一
生 

4
月
2
日 

広
島
市
佐
伯
区
五
日
市
町
石
内
で
撮
影 

世
間
で
は
春
闘
で
満
額

回
答
と
い
う
景
気
の
い
い

話
が
聞
こ
え
て
き
ま
す

が
、
広
島
市
の
外
郭
団
体

で
は
年
度
を
跨
ぎ
、
未
だ

「
２
０
２
３
年
秋
闘
」
を

闘
っ
て
い
ま
す
。 

２
０
２
３
年

11
月
の

関
連
連
絡
会
統
一
交
渉
で

は
、
正
規
職
員
は
大
幅
賃

上
げ
の
上
に
、
４
月
に

遡
っ
て
の
給
与
改
定
、
一

時
金
４
・
５
月
と
い
う
回

答
を
得
て
妥
結
し
ま
し
た

が
、
嘱
託
職
員
に
つ
い
て

は
４
月
遡
及
な
し
、
一
時

金
２
・

47
月
と
不
合
理

な
待
遇
差
を
認
め
る
わ
け

に
は
い
か
ず
、
妥
結
に
至

り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

12
月
～
１
月
に
か
け

て
各
単
組
で
そ
れ
ぞ
れ
の

団
体
理
事
者
に
「
同
一
労

働
同
一
賃
金
」
の
実
現

を
求
め
何
度
も
要
求
書

を
提
出
、
各
団
体
理
事
者

も
市
の
所
管
課
へ
問
い
合

わ
せ
を
続
け
、
２
月
に
再

度
の
回
答
交
渉
。 

し
か
し
、
市
か
ら
外
郭

団
体
理
事
者
に
指
示
が
な

い
た
め
、
理
事
者
側
は
苦

渋
の
表
情
で
回
答
で
き
る

も
の
が
な
い
、
と
い
う
こ

と
で
し
た
。 

い
よ
い
よ
年
度
末
に

な
っ
て
も
回
答
が
な
い
状

況

で
、
３

月

26

日

（
火
）
７
時

45
分
か
ら

関
連
連
絡
会
と
し
て
初
め

て
早
朝
宣
伝
を
行
い
、
市

の
職
員
に
外
郭
嘱
託
が
被

る
待
遇
差
と
、
そ
の
改
善

を
訴
え
ま
し
た
。 

回
答
の
な
い
ま
ま
新
年

度
を
迎
え
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
指
導
調
整
要
綱
で

外
郭
団
体
へ
の
責
任
を
も

つ
広
島
市
へ
引
き
続
き
こ

の
問
題
を
訴
え
、
交
渉
を

続
け
改
善
を
勝
ち
取
る
決

意
で
す
。 

外
郭
団
体
嘱
託
職
員
へ

の
待
遇
差
を
改
善
せ
よ 

年
度
末
、
初
の
早
朝
宣

伝
で
訴
え
る 

広島市 

外郭団体 

秋闘中
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３
月

10
日
（
日
）
広
島
市

市
民
交
流
プ
ラ
ザ
で
国
際
女
性

デ
ー
ひ
ろ
し
ま
集
会
が
開
催
さ

れ
、
全
体
で
１
１
２
人
、
広
島

自
治
労
連
か
ら

15
名
が
参
加

し
ま
し
た
。 

 

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
今
こ
そ

『
活
』
！
女
性
た
ち 

立
ち
上

が
ろ
う
」
と
し
、
記
念
講
演
は

元
佛
教
大
学
教
授
の
若
尾
典
子

さ
ん
が
、
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
女

性
の
人
権
か
ら
考
え
る
」
と
題

し
て
お
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 

若
尾
さ
ん
は
、
女
性
の
人
権

を
先
取
り
し
た
憲
法

24
条
を

評
価
さ
れ
、
こ
の

24
条
は
、

「
個
人
の
尊
厳
」
「
両
性
の
本

質
的
平
等
」
の
み
を
要
請
し
、

か
つ
性
別
役
割
分
業
が
な
い
か

ら
自
由
で
平
等
で
あ
る
と
謳
っ

て
お
り
、
女
性
差
別
撤
廃
条
約

を
先
取
り
し
た
条
文
で
あ
る
と

強
調
さ
れ
ま
し
た
。 

 

さ
ら
に
、

24
条
は
９
条
、

25
条
と
連
動
し
て
お
り
、
天

皇
主
権
体
制
の
支
柱
で
あ
る

「
家
族
制
度
」
を
打
破
し
て
お

り
、
「
明
治
憲
法
」
と
「
教
育

勅
語
」
で
国
民
を
臣
民
と
し
て

「
天
皇
の
戦
争
」
へ
動
員
し
た

シ
ス
テ
ム
を
打
破
し
、
「
個
人

の
生
存
権
」
を
保
障
す
る
も
の

だ
と
解
説
さ
れ
ま
し
た
。 

 

私
た
ち
が
分
断
さ
れ
な
い
こ

と
が
重
要
で
、
人
権
侵
害
を
受

け
と
め
る
市
民
社
会
を
形
成
し

よ
う
と
呼
び
か
け
ら

れ
終
了
し
ま
し
た
。 

若
尾
典
子
さ
ん 

「
日
本
製
鉄
（
以
後
、
日

鉄
）
呉
跡
地
を
防
衛
省
が
一

括
購
入
し
、
多
機
能
な
複
合

防
衛
拠
点
と
す
る
」
防
衛
省

案
に
対
し
て
、
広
島
自
治
労

連
も
加
盟
す
る
広
島
県
労
連

等
７
団
体
は
、
こ
の
案
を
拒

否
す
る
よ
う
広
島
県
知
事
要

請
、
防
衛
省
交
渉
、
昼
休
み

街
頭
宣
伝
を
行
い
、
４
月
７

日
の
「
日
鉄
跡
地
問
題
を
考

え
る
会
」
発
足
総
会
に
は
広

島
自
治
労
連
か
ら
も
参
加
し

ま
し
た
。 

 

こ
の
跡
地
は
、
旧
軍
港
市

転
換
法
に
基
づ
き
平
和
産
業

用
地
と
し
て
取
得
し
、
平
和

日
本
実
現
が
目
的
の
現
行
法

で
す
。
そ
の
土
地
を
防
衛
拠

点
と
し
て
活
用
す
れ
ば
法
の

目
的
に
逆
行
し
、
呉
市
民

も
、
被
爆
地
ヒ
ロ
シ
マ
の
県

民
も
受
け
入
れ
ら
れ
ま
せ

ん
。 

 

ま
た
、
呉
基
地
を
母
港
と

す
る
護
衛
艦
「
か
が
」
は
事

実
上
の
空
母
化
第
一
段
階
が

完
了
し
、
防
衛
で
は
な
く
攻

撃
基
地
と
な
る
こ
と
は
明
ら

か
で
す
。 

 

広
島
自
治
労
連
は
、
「
公

務
労
働
者
は
二
度
と
赤
紙
を

配
ら
な
い
」
の
立
場
で
、
住

民
が
子
育
て
か
ら
老
後
ま
で

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ

と
を
求
め
運
動
し
て
お
り
、

そ
れ
は
公
務
員
の
憲
法
尊

重
、
擁
護
義
務
と
一
致
し
て

い
ま
す
。 

 
そ
の
視
点
か
ら
、
公
務
員

で
あ
る
防
衛
省
職
員
が
住
民

の
命
を
危
険
に
さ
ら
す
軍
事

拠
点
化
を
進
め
る
こ
と
を
許

さ
ず
、
ま
た
、
地
元
市
長
・

議
員
、
県
知
事
も
憲
法
尊

重
、
擁
護
義
務
と
し
て
、
今

回
の
申
し
入
れ
は
拒
否
す
べ

き
で
あ
り
、
説
明
を
聞
く
、

４
者
協
議
に
臨
む
な
ど
認
め

ら
れ
ま
せ
ん
。 

 

呉
市
民
や
考
え
る
会
と
と

も
に
「
日
鉄
呉
跡
地
」
の
未

来
あ
る
活
用
を
求
め
運
動
を

継
続
し
ま
す
。 

 2024 平和といのちと人権を！5.3ヒロシマ憲法集会 

憲法9条で生活破壊を止めよう 
 ●5月3日（金）10時～12時 広島弁護士会館３Fホール 

 ●講師 竹信三恵子さん（ジャーナリスト・和光大学名誉教授） 

 ●資料代 500円 

 ●呼びかけ：戦争させない・9条壊すな！ヒロシマ総がかり行動実行委員会  

2024年広島憲法集会 マイライフマイ憲法 

 ■5月3日（金）13時開場・14時開演 / 参加費2500円 

 ■第1部：講演『ぼくらの「未来」に「自由」はあるのか？』 

   講師 アーサー・ビナードさん 

 ■第2部：憲法ミュージカル 

   『シン・主権者って言われても―覚醒のときはいつ？－』 

県内の自治体・公共職場にはたらく女性の学習交流会 

  Ｇ7広島サミットから1年! いま改めて、平和記念公園を 

   「碑巡り」フィールドワークしよう 
 ☆5月26日（日）10時30分～12時 
 ☆参加希望者は広島自治労連女性部へご連絡願います。当日の詳細 を 

  お伝えします。℡082-243-9240 mail  hjrouren@urban.ne.jp 

4/7 広島合同庁舎前宣伝 

２
月

27
日(

火)

、
広
島
自

治
労
連
連
続
学
習
会
の
最
終

回
・
第
５
回
を
広
島
自
治
労
連

会
議
室
に
て
会
場
・
オ
ン
ラ
イ

ン
併
用
で
開
催
し
、
計

29
名

が
参
加
し
ま
し
た
。 

講
師
に
は
前
回
の
「
心
理
的

安
全
性
」
学
習
会
に
続
き
、
岡

山
県
労
働
者
学
習
協
会
の
長
久

啓
太
事
務
局
長
を
迎
え
、
「
メ

デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
と
、
私
た

ち
の
立
ち
位
置
～
フ
ェ
イ
ク

ニ
ュ
ー
ス
を
見
抜
き
、
た
し
か

な
社
会
認
識
を
～
」
と
題
し
て

学
習
を
行
い
ま
し
た
。 

長
久
さ
ん
は
、
私
た
ち
が
普

段
触
れ
る
情
報
が
メ
デ
ィ
ア
に

よ
っ
て
加
工
・
編
集
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
や
、
そ
の
中
で

も
、
つ
い
自
分
の
意
見
に
近
い

情
報
を
集
め
て
し
ま
っ
て
い
る

こ
と
が
事
実
の
認
識
を
歪
め
る

要
因
で
あ
る
と
解
説
さ
れ
ま
し

た
。 ま

た
、
自
分
が
興
味
の
な
い

こ
と
に
つ
い
て
他
人
事
と
し
て

と
ら
え
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と

も
、
気
を
付
け
る
べ
き
必
要
の

あ
る
こ
と
だ
と
指
摘
さ
れ
ま
し

た
。 

こ
れ
か
ら
は
自
分

の
物
事
の
見
方
・
考

え
方
が
偏
っ
て
い
な

い
か
見
直
し
な
が
ら
、
自
分
と

は
異
な
っ
た
多
様
な
意
見
を
取

り
入
れ
、
幅
広
く
情
報
収
集
し

て
真
実
を
見
抜
け
る
努
力
は
必

要
で
あ
る
と
学
び
あ
い
ま
し

た
。 

広島自治労連連続学習会 

最終回・第５回目 

～フェイクニュースを見抜き、確かな社会認識を～ 

■
事
実
を
歪
め
る 

 
 
 

要
因
と
は
？ 

■
幅
広
い
情
報
収
集
で 

真
実
を
見
抜
け
る
努
力
を 

岡山県労働者学習協会 

長久啓太事務局長 

■感想を一部紹介します 

「多様性」は常にキー

ワードになるのだと思い

ました。自分にバイアス

をかけず、自分と異なる

人、考え、思いにも寄り

添い、受け入れられるよ

うになりたいと思いま

す。 


